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A.研究目的 

本研究は現行の HIV 検査体制に加えて様々

な異なる形態の HIV検査を実践し、より受検者

にとっても医療従事者にとっても受検/施行可

能な検査の導入を進める。最終的には、マニュ

アル策定を目指す。令和 5年度は、受検者アン

ケートについて、男性に限定し、セクシャリテ

ィ別、さらに生涯検査経験別に比較し、受検者

背景の比較、iTesting を知った情報源を明ら

かにした。また対象者全体における今後利用し

たい検査の種類について明らかにした。 

 

B.研究方法 

アウトリーチグループ：HIV 検査の重要性を

説明した啓発資材の作成および設置、検査の広

報（SNS での発信・動画配信・多言語対応）、

検査を評価するためのアンケートの作成（多言

語対応）・解析、検査施行可能な場の模索、各

コミュニティでの啓発活動、多言語対応した

iTesting ウェブサイトの作成を行う。 

本研究では、2022 年から 2023年にかけて全

6 回にわたり実施してきた受検者への質問紙

調査データ 5 回分初回受検者のみのデータ

（N=589）を解析した。ゲイバイセクシュアル

男性群（以下 GBMとする）と non-GBMの 2群を

設定し群間比較を行った。さらに、生涯で HIV

検査を受けたことがあるもの、ないものの 2

群に分けたうえで群間比較を行った。 

ゲイバイセクシュアル男性と GBM 以外の

non-GBM の群分けは、GBM は自認するセクシュ

アリティをゲイ、バイセクシュアルと自認する

ものとし、non-GBM はそれ以外の男性とした。

これまでの HIV検査経験別の比較は、iTesting

受検以前にも HIV 検査を受けたことがあるも

のと、iTesting が生涯初めての HIV 検査であ

った 2群に分けて実施した。 

 

（倫理面への配慮） 

検査は予約からすべて匿名検査で行ってい

る。またアンケート調査も匿名検査で行い、名

古屋医療センターまたは名古屋市立大学の研

究倫理審査を受けて行う。受検者アンケート調

査については令和 4 年度に名古屋市立大学看

護学研究科の倫理審査を受審の上実施してい

る。 

 

研究要旨 
本研究は現行の HIV 検査体制に加えて様々な異なる形態の HIV 検査を実践し、より受検者

にとっても医療従事者にとっても受検/施行可能な検査の導入を進める。 
令和 5 年度は、アウトリーチグループとしては、検査の広報（SNS での発信・動画配信・多

言語対応）、検査会を評価するためのアンケートの解析を行った。 
受検者に WEB 上での自身の結果サイトへアクセスする前に、任意で WEB 上での受検者ア

ンケートへの協力を依頼した。令和 5 年度の第 1 回の検査会では、受検者 315 名のうち 200
名（63.5％）が、第 2 回の検査会では、受検者 303 名のうち、175 名（57.8％）が、第 3 回

では受検者 316 名のうち、185 名（58.8％）がアンケートに回答した。本研究では、令和 4
年度から令和 5 年度に計 6 回実施したアンケートデータのうち、初の iTesting 受検であった

ものに限定し、ゲイバイセクシュアル男性とそれ以外の男性の 2 群、またさらに iTesting が

生涯初の HIV 検査であったもの、それ以外の 2 群に分けて解析を行った。 
検査受検者の背景を GBMと non-GBMで比較した結果、GBMのほうが年齢層が若く、過去 1年

の HIV検査受検経験、STI罹患歴が高かった。GBM、non-GBMいずれにおいても生涯で初の HIV

受検のほうが年齢が若かった。 

検査会を知った情報源は、GBM については、GPS 付出会い系アプリが最も多く、名古屋市ウ

ェブサイトが続いた。non-GBMについては、名古屋市 WEBサイトが最も多く、地下鉄の広告が

続いた。また今後希望する検査については、土曜日もオープンしている病院、クリニックを挙

げたものが最も多かった。 

 
 



C.研究結果 

＜受検者アンケートの実施＞ 

受検者に WEB 上での結果サイトへアクセス

する前に、任意で WEB上での受検者アンケート

への協力を依頼した。令和 5年度の第 1回の検

査会では、受検者 315名のうち 200 名（63.5％）

が、第2回の検査会では、受検者303名のうち、

175 名（57.8％）が、第 3回では受検者 316名

のうち、185名（58.8％）がアンケートに回答

した（表 1）。 

全 6 回分の受検者アンケート回答の基礎統

計、回答分布比較は巻末資料に示す。 

 

1. GBMと non-GBMの基本属性、検査行動、性感

染症の既往（表 1） 

GBM と non-GBMにおいては、セクシュアリテ

ィ、国籍、居住地、就労区分、HIV検査の受検

経験、直近の検査の受検場所、梅毒、B型肝炎

の自己申告の既往歴において、有意差がみられ

た。 

GBMの方が non-GBMより外国籍の割合が高く

(7.5% vs 2.8%)、県外の居住者が多く(20.2% vs 

6.8%)、正社員の占める割合が低かった(69.7% 

vs 79.5%)。これまでのHIV検査の受検経験は、

GBM は 73.1％であり、non-GBM は、40.9%であ

った。直近の検査場所については、GBM の方が

non-GBM より、イベント検査(13.5% vs 0.9%)、

郵送検査を利用する割合が高かった(11.3% vs 

2.8%)。 

性感染症の既往は、梅毒は GBM は 13.0％と

non-GBM の 5.2％より有意に高かった、一方で

クラミジアは GBMは 9.0％、non-GBM の 15.2％

であった。B 型肝炎は GBM は 6.5％、non-GBM

は 0％であった。 

 

2. セクシュアリティ群別の HIV 検査経験と基

本属性、性感染症既往（表 2） 

GBM においては、HIV 検査経験の有無と、年

齢、セクシュアリティ、就労区分、梅毒、クラ

ミジアの既往に有意な関連が見られた。 

GBM においては、HIV 検査経験がない人のほ

うが 29 歳以下が多く、バイセクシュアルの割

合が高かった。 

就労についても検査経験がない人のほうが

正社員割合が低かった。性感染症の既往は、HIV

検査経験のないもののほうがいずれも低かっ

た。 

non-GBM においては、HIV 検査経験がない人

のほうが 29 歳以下が多かった。性感染症の既

往については、梅毒については有意差があり、

HIV 検査を受けたことがあるもののほうが既

往歴は高かった（8.5％ vs 2.6%)。 

 

3．iTestingのことを知った場所(図 1－2) 

検査会を知った場所については、GBMについ

ては、HIV検査の有無にかかわらず、GPS 

付き出会い系アプリが最も高く、名古屋市ウェ

ブサイトが続いた。non-GBM については、HIV

検査経験にかかわらず名古屋市ウェブサイト

が最も高く、市営地下鉄広告が続いて多かった。 

 

4．今後希望する検査の種類（図 3） 

今後希望する検査については、いずれの開催

回においても、土曜日もオープンしている病院、

クリニックでの検査受検希望が最も多く、平日

夜もオープンしている病院、クリニックでの検

査が続き、コミュニティ検査での検査の受検希

望が続いた。なお、こちらの集計はアンケート

回答者全数を対象に作成している。 

 

検査会の受検者、予約数、アンケート回答率 

R4 第１回検査会（６月 26 日（日）） 

・受検者数 246 名（予約数 300 名、キャンセル

率 18％） 

・結果確認済み受検者 245 名 

・アンケート回答者数 189 名、回答率 76.8％ 

 

R4 第２回検査会（９月４日（日）） 

・受検者数 270 名（予約数 340 名、キャンセル

率 21％） 

・結果確認済み受検者 270 名 

・アンケート回答者数 180 名、回答率 66.7％ 

 

R4 第３回検査会（12 月４日（日）） 

・受検者 286 名（予約数 341 名、キャンセル率

16.1％） 

・結果確認済み受検者 286 名 

・アンケート回答者 187 名、回答率 65.4％ 

 

 

R5 第１回検査会（６月 25 日（日）） 

・受検者数 315 名（予約数 341 名、キャンセル

率 10％） 

・結果確認済み受検者 315 名 

・アンケート回答者数 200 名、回答率 63.5％ 

 

R5 第２回検査会（９月 3 日（日）） 

・受検者数 303 名（予約数 341 名、キャンセル

率 13％） 

・結果確認済み受検者 303 名 

・アンケート回答者数 175 名、回答率 57.8％ 

 



R5 第３回検査会（12 月 10 日（日）） 

・受検者 316 名（予約数 350 名、キャンセル率

9.8％） 

・結果確認済み受検者 315 名 

・アンケート回答者 185 名、回答率 58.8％ 

 

 

D.考察 

男性検査受検者の背景を GBM と non-GBM M

で比較した結果、GBM のほうが年齢層が低く、

過去 1年の HIV検査受検経験、STI罹患歴が高

かった。 

GBM のほうが HIV 検査への意識、関心が若年

期から高いことが示唆される。また日本では

MSM においては、梅毒は持続的に感染が続いて

おり、コミュニティセンター等で継続的に梅毒

の予防啓発を実施している。STI 罹患歴も

non-GBM 受検者より高く、GBM のほうが STI の

感染リスクが高く、STI検査受検機会が多かっ

た GBMが来場していることが示唆される。 

GBM、non-GBM いずれにおいても iTestingが

生涯で初の HIV 受検であった受検者のほうが

が年齢層が若かった。検査を初めて受検しよう

と考え、初の受検行動に至るのはセクシャリテ

ィにかかわらず若者に多いことが示された。生

涯初の検査をいかに促進するかはエイズ対策

においても重要であり、大学生や社会に出る前

の若者への効果的な啓発を探ることも重要と

考える。 

 検査会を知った情報源については、GBMにつ

いては、GPS付出会い系アプリが最も多く、名

古屋市ウェブサイトが続いた。non-GBMについ

ては、名古屋市 WEB サイトが最も多く、地下鉄

の広告が続いた。より検査を受けたことがない

ものに検査を提供するためには、若年層にアプ

ローチし、GBMも non-GBMも両方にも訴求力の

高いものとするためには、GPS付アプリの広告、

名古屋市の WEB サイトの併用が重要と考えら

れた。 

今後希望する検査については、土曜日もオー

プンしている病院、クリニックが最も高かった。

平日夜オープンの機関よりも土曜日もオープ

ンしている医療機関へのニーズが高く、あらた

めて土曜日もオープンしているクリニックが

HIV、STI の検査受検先としてニーズが高いこ

とが示唆された。GBM、non-GBMにかかわらず、

コミュニティセンターでの受検希望も一定層

みられた。ゲイバイセクシュアル男性に対して

は、2000 年代から各地でコミュニティセンタ

ーが開設、運営されている。東海地域の名古屋

市にあるコミュニティセンターでは、検査は提

供されていないが、ニーズは一定にあることが

示された。 

Non-GBMにおいても、コミュニティセンター

（公民館）等での HIV検査ニーズは一定数存在

し、HIV検査を特別にプライバシーが配慮され

る場所でなくても、身近な施設で提供しても利

用層がいる可能性が示唆された。 

 

E.結論 

全 iTesting 検査会で受検者アンケートを実

施した。 

検査受検者の背景をGBMとnon-GBMで比較し

た結果、GBMのほうが年齢層が若く、過去 1年

の HIV 検査受検経験、STI 罹患歴が高かった。

GBM、non-GBMいずれにおいても生涯で初の HIV

受検のほうが年齢が若かった。 

検査会を知った情報源は、GBM については、

GPS付出会い系アプリが最も多く、名古屋市ウ

ェブサイトが続いた。non-GBMについては、名

古屋市 WEBサイトが最も多く、地下鉄の広告が

続いた。また今後希望する検査については、土

曜日もオープンしている病院、クリニックが最

も高かった。 
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表1　受検者の属性、検査経験、性感染症の既往
有意差

N % N % N %
年齢区分

29歳以下 107 28.5% 65 24.6% 172 26.9% 0.17
30～39歳 113 30.1% 68 25.8% 181 28.3%
40～49歳 79 21.0% 59 22.3% 138 21.6%
50歳以上 77 20.5% 72 27.3% 149 23.3%

セクシュアリティ
男性同性愛者（ゲイ） 272 72.3% 0 0.0% 272 42.5% 0.00

両性愛者（バイセクシュアル） 104 27.7% 0 0.0% 104 16.3%
異性愛者（ヘテロセクシュアル） 0 0.0% 203 76.9% 203 31.7%

分からない・その他 0 0.0% 61 23.1% 61 9.5%
国籍＊

日本 185 92.5% 205 97.2% 390 94.9% 0.03
その他 15 7.5% 6 2.8% 21 5.1%

居住地区分
名古屋市 170 45.2% 170 64.4% 340 53.1% 0.00

名古屋市以外愛知県 130 34.6% 76 28.8% 206 32.2%
愛知県以外 76 20.2% 18 6.8% 94 14.7%

就労区分
正社員 262 69.7% 210 79.5% 472 73.8% 0.01

非正規自営パートアルバイト 68 18.1% 25 9.5% 93 14.5%
無職学生その他 46 12.2% 29 11.0% 75 11.7%

これまでのHIV検査の受検経験
ない 101 26.9% 156 59.1% 257 40.2% 0.00
ある 275 73.1% 108 40.9% 383 59.8%

直近のHIV検査の受検場所
病院クリニック 41 14.9% 18 16.7% 59 15.4% 0.00

保健所 105 38.2% 57 52.8% 162 42.3%
行政日曜繁華街検査 59 21.5% 27 25.0% 86 22.5%

イベント検査会 37 13.5% 1 0.9% 38 9.9%
郵送検査 31 11.3% 3 2.8% 34 8.9%

その他 2 0.7% 2 1.9% 4 1.0%
直近のHIV検査の受検時期

過去1年の間 120 43.6% 36 33.3% 156 40.7% 0.06
過去1年より前 155 56.4% 72 66.7% 227 59.3%

性感染症既往＊
梅毒 26 13.0% 11 5.2% 37 9.0% 0.01

クラミジア 18 9.0% 32 15.2% 50 12.2% 0.06
淋病 9 4.5% 16 7.6% 25 6.1% 0.19

B型肝炎 13 6.5% 0 0.0% 13 3.2% 0.00
＊2022年度第3回から追加した項目のため、回答数が他と異なる

合計GBM(N=376) non-GBM(N=264)

 
 
 



表2　検査経験別の基本促成、性感染症の既往

p値 p値

N % N % N % N %
年齢区分

29歳以下 59 21.5% 48 47.5% 0.00 19 17.6% 46 29.5% 0.02
30～39歳 85 30.9% 28 27.7% 24 22.2% 44 28.2%
40～49歳 63 22.9% 16 15.8% 26 24.1% 33 21.2%
50歳以上 68 24.7% 9 8.9% 39 36.1% 33 21.2%

セクシュアリティ
男性同性愛者（ゲイ） 211 76.7% 61 60.4% 0.00 0 0.0% 0 0.0% 0.38

両性愛者（バイセクシュアル） 64 23.3% 40 39.6% 0 0.0% 0 0.0%
異性愛者（ヘテロセクシュアル） 0 0.0% 0 0.0% 86 79.6% 117 75.0%

分からない・その他 0 0.0% 0 0.0% 22 20.4% 39 25.0%
国籍＊

日本 138 93.9% 47 88.7% 0.22 93 98.9% 112 95.7% 0.16
その他 9 6.1% 6 11.3% 1 1.1% 5 4.3%

居住地区分
名古屋市 130 47.3% 40 39.6% 0.05 63 58.3% 107 68.6% 0.32

名古屋市以外愛知県 98 35.6% 32 31.7% 35 32.4% 41 26.3%
愛知県以外 47 17.1% 29 28.7% 10 9.3% 8 5.1%

就労区分
正社員 204 74.2% 58 57.4% 0.00 85 78.7% 125 80.1% 0.90

非正規自営パートアルバイト 51 18.5% 17 16.8% 10 9.3% 15 9.6%
無職学生その他 20 7.3% 26 25.7% 13 12.0% 16 10.3%

性感染症既往＊
梅毒 26 17.7% 0 0.0% 0.00 8 8.5% 3 2.6% 0.05

クラミジア 17 11.6% 1 1.9% 0.03 18 19.1% 14 12.0% 0.15
淋病 8 5.4% 1 1.9% 0.28 9 9.6% 7 6.0% 0.33

B型肝炎 12 8.2% 1 1.9% 0.11 0 0.0% 0 0.0%
＊2022年度第3回から追加した項目のため、回答数が他と異なる

HIV検査経験あり
(N=275  73.1%)

HIV検査経験なし
(N=101  36.9%)

MSM (N=376) nonMSM (N=264)
HIV検査経験あり
(N=108  40.9%)

HIV検査経験なし
(N=156  59.1%)

 



 



 



 


